
カ
ジ
ノ
解
禁
を
認
め
る
Ｉ
Ｒ
推
進

法
案
っ
て
ど
ん
な
法
律
な
の
？

正
式
名
称
は
「
特
定
複
合
観
光
施

設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す

る
法
律
案
」
で
、
略
称
が
「
Ｉ
Ｒ
推

進
法
案
」
だ
。
超
党
派
の
「
国
際
観

光
産
業
振
興
議
員
連
盟
」（
Ｉ
Ｒ
議

連
、
会
長
・
細
田
博
之
自
民
党
総
務

会
長
）
が
国
会
に
提
出
し
た
議
員
立

法
で
、
臨
時
国
会
で
成
立
の
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
は
、
民
営
カ
ジ
ノ

や
ホ
テ
ル
、
会
議
場
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
等
が
一
体
と
な
っ
た

「
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
」（
Ｉ
Ｒ
＝In-

tegrated R
esort

）
の
整
備
に
向
け

た
政
府
の
推
進
体
制
を
規
定
す
る
も

の
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
の
成

立
に
よ
り
た
だ
ち
に
カ
ジ
ノ
が
合
法

化
さ
れ
、
カ
ジ
ノ
を
単
独
で
、
ま
た

は
無
制
限
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
同
法
の
成
立
後
、

政
府
は
１
年
以
内
に
Ｉ
Ｒ
導
入
に
あ

た
っ
て
の
規
程
等
を
定
め
る
「
Ｉ
Ｒ

実
施
法
案
」
を
国
会
に
提
出
し
、
ふ

た
た
び
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
Ｉ
Ｒ
実
施
法
案
が
成
立
し
た
後

に
、
地
方
公
共
団
体
が
議
会
の
承
認

の
も
と
で
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
提
案
・
申
請

し
、
国
か
ら
指
定
さ
れ
た
地
公
体
に

Ｉ
Ｒ
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｉ
Ｒ
っ
て
ど
ん
な
施
設
に
な
る

の
？

Ｉ
Ｒ
は
カ
ジ
ノ
施
設
単
独
で
の
運

営
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ホ

テ
ル
や
巨
大
な
会
議
場
、
展
示
場
、

有
名
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
を
併
設
し

た
巨
大
施
設
に
な
る
。
観
光
立
国
を

目
指
す
う
え
で
大
規
模
な
会
議
場
や

展
示
場
を
整
備
す
る
こ
と
は
不
可
欠

だ
が
、
会
議
場
な
ど
は
単
体
で
の
運

営
で
は
不
採
算
に
な
り
が
ち
だ
。
そ

の
会
議
場
や
展
示
場
を
円
滑
に
運
営

し
て
い
く
た
め
に
、
併
設
す
る
カ
ジ

ノ
の
利
益
を
還
流
さ
せ
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
は
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
向
け
」
と

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
」
の
２
種
類
が

あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
向
け
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
だ
。

企
業
の
会
議
（M

eeting

）、
報
奨

旅
行
（Incentive Travel

）、
国
際

会
議
（C

onvention

）、
展
示
会
・

イ
ベ
ン
ト
（E

xhibition

／E
vent

）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
を
呼
び
込
む
に
は
、

こ
れ
ら
を
行
え
る
施
設
が
欠
か
せ
な

い
。
だ
が
、
日
本
に
は
国
際
会
議
や

展
示
会
を
誘
致
で
き
る
十
分
な
会
議

Ｑ

ジ
ノ
解
禁
を
認
め
る
Ｉ
Ｒ
推
進
Ｑ

ジ
ノ
解
禁
を
認
め
る
Ｉ
Ｒ
推
進

法
案
っ
て
ど
ん
な
法
律
な
の
？Ｑ

法
案
っ
て
ど
ん
な
法
律
な
の
？Ａ

式
名
称
は
「
特
定
複
合
観
光
施
Ａ

式
名
称
は
「
特
定
複
合
観
光
施

設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
Ａ

設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す

る
法
律
案
」
で
、
略
称
が
「
Ｉ
Ｒ
推
Ａ

る
法
律
案
」
で
、
略
称
が
「
Ｉ
Ｒ
推

Ｑ

Ｉ
Ｒ
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
Ｑ

Ｉ
Ｒ
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｒ
っ
て
ど
ん
な
施
設
に
な
る
Ｑ

Ｒ
っ
て
ど
ん
な
施
設
に
な
る

Ａ

Ｒ
は
カ
ジ
ノ
施
設
単
独
で
の
運
Ａ

Ｒ
は
カ
ジ
ノ
施
設
単
独
で
の
運

営
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ホ
Ａ

営
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ホ

テ
ル
や
巨
大
な
会
議
場
、
展
示
場
、
Ａ

テ
ル
や
巨
大
な
会
議
場
、
展
示
場
、

【特集】動き出すＩＲ＆カジノ

【特集】

動
き
出
す
Ｉ
Ｒ
＆
カ
ジ
ノ

20161219特集01

早
わ
か
り
Ｑ
＆
Ａ

―
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）と
カ
ジ
ノ
解
禁
の
狙
い
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経
済
産
業
省
は
12
月
９
日
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
や
賠
償
、

除
染
等
を
巡
る
費
用
が
総
額
21
・
５
兆
円
に
達
す
る
新
た
な
見
積
り
を
公
表
し

た
。２
０
１
３
年
の
試
算
か
ら
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
格
好
だ
。政
府
は
、東
電
の

利
益
を
積
み
立
て
て
安
定
的
に
廃
炉
費
用
等
を
捻
出
で
き
る
積
立
制
度
を
整
備
す

る
。政
府
・
東
電
は
こ
の
巨
額
費
用
を
捻
出
す
る
「
東
電
改
革
」の
一
環
と
し
て
、

他
の
電
力
会
社
と
送
配
電
や
原
子
力
事
業
の
再
編
・
統
合
を
進
め
る
構
え
だ
が
、

リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
を
見
極
め
た
い
電
力
各
社
の
思
惑
が
交
錯
し
て
い
る
。

東
電
解
体
の
裏
で
交
錯
す
る

「
電
力
大
再
編
」へ
の
思
惑

東
日
本
に
ま
た
が
る
巨
大
な

送
配
電
会
社
の
誕
生
も

　

廃
炉
費
用
等
が
従
来
の
想
定
を
は

る
か
に
上
回
る
21
・
５
兆
円
へ
と
急

拡
大
し
た
こ
と
で
、
東
電
の
再
建
問

題
は
「
電
力
業
界
の
大
再
編
」
と
い

う
新
た
な
動
き
に
発
展
し
た
。
経
産

省
の
有
識
者
会
議
（
東
電
委
員
会
）

が
９
日
に
示
し
た
「
東
電
改
革
」
の

提
言
案
に
は
、
他
の
電
力
会
社
と
送

配
電
や
原
発
事
業
の
再
編
・
統
合
を

進
め
て
収
益
力
を
高
め
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
、
東
電
を
〝
事
実
上
の
解

体
〞
へ
と
向
か
わ
せ
る
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。

「
中
部
電
力
は
、
送
配
電
事
業
の
統

合
に
は
意
欲
的
だ
」
│
│
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
に
詳
し
い
関
係
者
は
こ
う

指
摘
す
る
。
中
部
電
は
す
で
に
東
電

と
燃
料
・
火
力
発
電
事
業
の
共
同
出

資
会
社
「
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（
ジ
ェ
ラ
）」

を
設
立
し
て
お
り
、
送
配
電
事
業
で

も
連
携
し
や
す
い
関
係
に
あ
る
た
め

だ
（
図
表
）。

　

た
だ
し
、
中
部
電
の
社
内
に
は
、

送
配
電
事
業
で
手
を
組
む
こ
と
へ
の

懸
念
も
く
す
ぶ
っ
て
い
る
。
廃
炉
な

ど
巨
額
の
費
用
負
担
を
背
負
う
東
電

と
連
携
を
強
化
す
る
と
、「
と
ば
っ

ち
り
で
（
中
部
電
の
）
利
益
を
吸
い

上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

不
安
が
よ
ぎ
る
か
ら
だ
。

　

電
力
大
再
編
の
本
命
と
目
さ
れ
る

送
配
電
事
業
は
、
新
規
参
入
し
た
企

業
が
発
電
し
た
電
気
も
含
め
て
電
気

の
託
送
（
送
配
電
網
の
利
用
）
を
担

う
独
占
事
業
。
利
幅
は
薄
い
が
、
安

定
的
な
収
益
が
見
込
め
る
。
だ
が
、

政
府
は
、
そ
の
利
益
の
一
部
を
廃
炉

費
用
な
ど
に
回
す
積
立
制
度
を
設
け

る
方
針
だ
。
か
り
に
東
電
が
合
理
化

努
力
で
利
用
料
を
値
下
げ
で
き
る
場

合
で
も
、
値
下
げ
分
が
廃
炉
費
用
な

ど
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
中

部
電
に
す
れ
ば
、
下
手
に
送
配
電
事

業
を
統
合
す
る
と
、
本
来
な
ら
得
ら

れ
た
利
益
の
一
部
を
吸
い
上
げ
ら
れ

か
ね
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
あ
る
政

府
関
係
者
は
「
持
株
会
社
の
傘
下
に

東
電
と
中
部
電
の
送
配
電
会
社
が
そ

れ
ぞ
れ
ぶ
ら
下
が
り
、
廃
炉
費
用
な

ど
の
負
担
は
東
電
の
送
配
電
会
社
の

み
が
負
担
す
る
と
い
っ
た
工
夫
を
し

な
い
と
、
中
部
電
が
再
編
案
に
乗
り

に
く
く
な
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
中
部
電
も
浜
岡
原
発

の
再
稼
働
の
見
通
し
が
立
た
な
い
な

か
、
収
益
拡
大
を
目
指
し
て
、
関
東

圏
進
出
へ
の
意
欲
は
強
い
。
廃
炉
費

用
等
の
負
担
が
及
ば
な
い
仕
組
み
が

整
備
さ
れ
れ
ば
、
中
部
電
と
東
電
が

送
配
電
事
業
を
統
合
す
る
可
能
性
が

現
実
味
を
帯
び
そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
経
産
省
の
な
か
に
は
、
東

電
と
電
気
の
周
波
数
が
同
じ
東
北
電

力
の
送
配
電
事
業
と
の
統
合
を
画
策

す
る
動
き
も
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
東
北
、
関
東
、
中
部
の
３
エ
リ

ア
に
ま
た
が
る
巨
大
な
送
配
電
会
社

が
誕
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

原
発
再
編

　

東
電
の
原
発
事
業
に
つ
い
て
も
、

経
産
省
の
東
電
委
員
会
は
「
分
社
化

案
」
を
提
言
し
て
い
る
。
す
で
に
東

電
は
、
持
株
会
社
（
東
京
電
力
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
の
傘
下
に
「
小
売

り
」「
送
配
電
」「
燃
料
・
火
力
」
の

各
事
業
が
ぶ
ら
下
が
る
形
態
に
再
編

さ
れ
て
い
る
が
、
持
株
会
社
内
に
あ

る
原
発
事
業
も
切
り
出
し
て
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
傘
下
に
ぶ
ら
下
げ
、

中
部
電
と
合
弁
で
設
立
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｒ

Ａ
と
同
じ
方
式
で
他
電
力
と
の
再
編

・
統
合
を
可
能
に
す
る
と
い
う
発
想

だ
。

　

東
電
は
効
率
の
高
い
柏
崎
刈
羽
原

発
を
再
稼
働
し
て
、
一
気
に
収
益
力
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少
な
く
と
も
１
５
０
億
円
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
見
込
む

─
─
新
た
な
金
融
グ
ル
ー
プ
と
し
て

顧
客
に
ど
の
よ
う
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
の
か

　

大
き
く
二
つ
の
こ
と
を
意
識
し
て

い
る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
安
心
感
だ
。
常
陽
銀
行
も
足

利
銀
行
も
地
域
の
中
核
金
融
機
関
と

し
て
地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
う
し
た
経
営
姿
勢
に

は
今
後
も
変
化
は
な
い
。
個
別
の
取

引
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
、

常
陽
銀
行
と
足
利
銀
行
と
い
う
顧
客

の
慣
れ
親
し
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
で
引
き

続
き
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
。

　

も
う
一
つ
は
、
統
合
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
付
加
価
値
の
高
い
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。

常
陽
銀
行
と
足
利
銀
行
が
も
っ
て
い

る
強
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
よ
り

一
層
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
は
ず

だ
。

　

現
在
、
新
グ
ル
ー
プ
発
足
の
記
念

企
画
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
「
Ｄ

ａ
ｙ
１
８
０
プ
ラ
ン
」
も
着
実
に
実

行
へ
移
し
て
お
り
、
堅
調
な
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

─
─
経
営
統
合
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効

果
を
ど
う
見
込
ん
で
い
る
か

　

２
０
２
１
年
度
ま
で
に
利
益
ベ
ー

ス
で
１
５
０
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
た
め
の
貸
出
金
の
増
加
額
は
約

７
０
０
０
億
円
と
な
る
。
こ
れ
は
最

今
年
10
月
、
常
陽
銀
行
と
足
利
銀
行
の
経
営
統
合
に
よ
っ
て
﹁
め
ぶ
き
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ
﹂
が
発
足
し
、
着
実
に
計
画
を
実
行
へ
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
各
階
層
に
お
け
る
人
的

交
流
も
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
堅
調
な
船
出
と
な
っ
た
。
両
行
の
既
存
顧
客
に
対
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
安
心
感
と
付
加
価
値
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。
な
に
よ
り

も
、経
営
統
合
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
取
引
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
両
行
の
強
み
の
融
合
に
よ
っ
て
、レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
金
融
グ
ル
ー
プ
へ
の
進
化
を
目
指
す
。
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